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ンパ節に対する画像診断の Gold standard はなく，報告も少ない．この研究は、側方リンパ節転
移を大きさから予測することの妥当性について，摘出直後とプレパラート標本から有効な cut-off
値を設定し，直腸癌のリンパ節（直腸間膜リンパ節：以下 MRLN、内腸骨リンパ節：以下 IILN、














リンパ節では，MRLN に比べ IILN，OLN は有意に長短径比が大きかった．すなわち，転移陰性
の場合，MRLN は丸く，OLN は楕円形であった． 
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結果：ROC では長・短径間の AUC に有意差は認めなかった．生体予測値に外挿した短径の至適
カットオフ値は，MRLN：6.2mm，IILN：5.0mm，OLN：4.8mm で，長径は MRLN：8.2mm，
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考察 
  今回の研究は以下の点を明らかにした．（１）リンパ節転移の有無は，パラフィン包埋切片上
のリンパ節の大きさ，つまり living body からの縮小率に有意に影響を与える．（２）転移陰性リ
ンパ節の形状については，3 領域で異なる．つまり，リンパ節の縦横比で判断する限り，MRLN




腸癌の治療の strategy を構築するうえで，きわめて重要と思われる． 
 
 
 
